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!早月、片貝川大橋の工事すすむ!
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〈毎月 1日発行〉

魚津市 友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 68人

死亡 38人

婚姻 18件

離婚 2件

-
E
E
'
E
E
J
 --

圃
• • 

圃園田園圃園田園

-
E
 

園田園圃
• 

圃園田
• • 

国
民
年
金
関
係
三
法
が
臨
時
国
会
で
議
決
成
立
し
、
即
日
公
布
の
う

え
、
本
年

4
月
1
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
改
正

点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
市
社
会
福

祉
事
務
所
年
金
係
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

(昭和2削月13日)
第3種郵便物認可j

。
母
子
福
祉
年
金
の
改
正

二
十
五
才
以
上
の
子
が
生
計
同
一

の
場
合
は
、
年
金
の
受
給
は
停
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
そ
の
子

供
に
五
十
万
円
以
上
の
所
得
が
な
い

限
り
、
十
五
才
以
下
の
子
供
を
か
か

え
て
夫
に
死
別
し
た
衰
で
あ
れ
ば
、

母
子
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
五
才
以
下
の
子
が

一
人
増

す
ご
と
に
、
母
に
対
す
る
所
得
が

一

万
五
千
円
の
所
得
加
算
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
は
三
万
円
と
な
り
、

所
得
の
枠
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

。
準
母
子
福
祉
年
金
の
創
設

夫
に
死
別
し
た
七
十
才
以
下
の
担

母
が
、
十
五
才
以
下
の
孫
を
育
て
て

い
る
と
か
、
ま
た
二
十
才
以
上
の
姉

が
十
五
才
以
下
の
弟
妹
を
育
て
て
い

る
と
い
う
場
合
は
、
母
子
福
祉
年
金

と
同
じ
条
件
で
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

。
宋
支
給
年
金
の
遺
族
へ

の
支
給

福
祉
年
金
受
給
者

(
老
令
、
障
害

母
子
)
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
死
亡

し
た
月
ま
で
の
未
支
給
年
金
が
、
法

定
順
位
に
よ
り
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

( 1 ) 

す
。
(
福
祉
年
金
受
給
者
が
死
亡
し

た
場
合
る
た
だ
ち
に
印
鑑
、
住
民
票

の
謄
本
、
証
書
を
持
っ
て
届
出
て
く

だ
さ
い
〉

。
恩
給
受
給
者
も
国
民
年
金
に
加
入
で

ぉ
c
v
Q

。
恩
給
受
給
者
や
恩
給
受
給
資
格
者

は
国
民
年
金
の
加
入
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
ん
ど
は
任
意
加
入

と
な
り
、
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民

年
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
恩
給
と

両
方
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
本
年

五
十
才
以
下
の
方
に
限
り
加
入
で
き

ま
す

D

(

明
治
判
年
4
月
1
日
以
降

生
ま
れ
た
人
)

。
苑
亡
一
時
金
の
創
設

三
年
以
上
の
保
険

料
納
付
者
の
死
亡
の

場
合
、
最
低
五
千
円

最
高
五
万
二
千
円
の

死
亡
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

~ 
ロ
月

4
日
よ
り
第
十
三
回
人
権
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
人
権

週
間
の
意
義
を
再
確
認
し
、
自
己
の
人

権
は
白
か
ら
守
る
と
主
も
に
、
他
人
の

人
権
を
侵
さ
な
い
よ
う
お
互
い
が
心
に

誓
い
た
い
も
の
で
す
。

今
か
ら
十
三
年
前
の
昭
和
お
年
ロ
月

叩
日
パ
リ
で
ひ
ら
か
れ
た
国
際
連
合
第

十
三
回
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
、
た
だ
ち

に
広
く
世

界
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
原

因
と
そ
の
戦
争
の
結
果
に
よ
り
生
じ
た

惨
害
に

つ
い
て
世
界
の
人
々
が
そ
の
責

任
を
痛
感
し、

再
び
こ

の
よ
う
な
惨
害

を
く
り
返
え
し
て
は
な
ら
な
い
と
良
心

に
も
と
ず
い
て
の
深
い
反
省
の
結
果
と

し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
が
世
界
に
お
け
る
自
由

正
義
、
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
宣
言
に

明
記
さ
れ
て
お
り
、
一
人
一
人
の
人
権

尊
重
が
家
、
園
、
世
界
の
平
和
に
連
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

国
連
総
会
は
宣
言
採
択
と
同
時
に
、

あ
な
た
は
人
権
を

侵
さ
れ
て
い
ま
ぜ
ん
か

中

小

企

業

者
貸

付

期

間

市
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
緩
和

す
る
た
め
、

預
託
金
制
度
を
実
施
し
、

年
末
則
と
し
て
短
期
貸
付
を
次
の
よ
う

に
行
い
ま
す
。

マ
貸
付
金
の
限
度
日
十
万
円
以
内

マ
利
率
H
日
歩
二
銭
六
厘

マ
貸
付
期
間
H
昭
和
初
年
ロ
月
1
日

生
活
困
窮
者
は

掛
金
免
除
申
請
を

国
民
年
金
の
掛
金
は
、
年
金
印
紙
を

市
役
所
ま
た
は
農
協
で
買
い
、
検
認
を

受
け
て
納
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が

未
納
入
の
方
は
早
く
検
認
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
滞
納
に
な
っ
て
お
り
ま
す
と
、

不
幸
の
あ
っ
た
と
き
(
母
子
、
障
害
)

に
困
り
ま
す
。

ま
た
、
掛
金
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
活
困
窮
を
失
た
す
と
い
う
人
は

早
く
掛
金
免
除
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

、。、
L
Vマ

:・
昭
和
お
年
ロ
月

1
日
か
ら
一
ヶ
月

問
、
各
地
区
へ
係
員
が
出
向
い
て
免

除
申
請
の
受
付
け
を
し
ま
す
。
地
区

ご
と

の
日
割
は
、
医
長
さ
ん
を
通
じ

て
お
し
ら
せ
し
ま
す
か
ら
免
除
を
受

け
よ
う
と
思
う
方
は
、
年
金
手
帳
、

印
鍛
、
理
由
書
等
を
も
っ
て
お
い
で

く
だ
さ
い
。

!4人 j
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同
宜
言
の
採
択
さ
れ
た
ロ
月
日
日
を
正

式
に
「
人
権
デ
l
」
と
定
め
、
毎
年
各

国
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
に
お
い
て
は
、
本
年
も
例
年

の
と
お
り
週
間
中
に
富
山
地
方
法
務
局

富
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
な
ど
が

協
力
し
て
人
権
思
想
の
啓
発
、
講
演
会

人
権
相
談
所
等
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
人
権
週
間
を
機
会
に
、
私
た
ち

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

「
自
由
」
と
「
平
等
の
権
利
」
を
守
り

い
か
な
る
種
類
の
差
別
待
遇
も
受
け
る

こ
と
の
な
い
明
る
い
、
住
み
よ
い
社
会

を
築
く
こ

と
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

魚
津
市
に
は
次
の
と
お
り
人

権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
ず
か
ら
気
軽

る
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

宮
山

地
方
法
務
局
魚
津
支
局
(
大
町
)
に
お

い
て
も
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

藤

井

秀

信

(
川
原
町
)

平

沢

豊

治

(
金
屋
町
)

朝

野

朔

朗

(
浜
経
団
)

加
藤
長
左
エ
門

戸
村
木
)

へ

年

末

融

資

で

は

2
月

ま

か
ら
昭
和
幻
年
2
月
お
日

マ
保
証
人
H
市
内
に
在
住
す
る
確
実

な
保
証
人
二
名
以
上
の
連
帯
保
証

マ
利
子
補
給
H

貸
付
決
定
と
同
時
に

市
よ
り
日
歩
一
銭
を
利
子
補
給
し

ま
す
。
た
だ
し
貸
付
期
間
な
ら
び

に
期
限
内
に
返
済
し
な
い
場
合
は

利
子
補
給
を
行
い
ま
せ
ん
。

マ
申
込
書
の
提
出
H
融
資
を
希
望
す

る
方
は
商
工
水
産
課
ハ
水
族
館

内
〉
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期
日
日
日
月
辺
日
か
ら
昭
和

訂
年

2
月
mm
日
ま
で

く
わ
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
商
工
水

産
課
(
水
抜
館
内
)
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

住民登録調査の結果

去る 9月15日現在で実施した住民登録の一

斉調査は、皆さんのご協力により完7しまし

たが、その結果は下表のと おりです。

道
路
は
産
業
経
済
の
発
展
と
文
化
の
交

ま
た
布
施
川
橋

(
長
さ
五
十
六
メ

ー
ト
ル
〉
も
来
春
ま
で

流
を
は
か
る
上
に
誠
に
重
要
な
使
命
を
お
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
橋
と
も
巾
員
は
九

び
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
交
通
量
の
激
増

・
五

メ
ー
ト
ル
。

と
自
動
車
の
大
型
化
に
と
も
な
っ
て
道
路

川
以
西
も

一
部
を
の
ぞ
き
完
成
し
て
お
り
、
来
春
制
月

網
の
整
備
が
の
ぞ
ま
れ
、
県
内
を
横
断
し

頁
こ

ま
待
望
の
富
山

l
魚
津
間
(
二
十
キ

ロ
)
が
貫
通
す
る

新
潟
県
に
通
ず
る
新
国
道
八
号
線
の
完
成

t
t
i

}

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
国
道
八
号
線
は
、
昭
和
お
年

か

(

写

真

H

工
事
中
の
早
月
川
大
橋
〉

ら
工
事
に
と
り
か
か
り
、
す
で
に
早
月
川

か
ら
片
員
川
に
至
る
道
路
(
延
長
約
六
・

五
キ
ロ
、
巾
員
十
一
メ
ー
ト
ル
〉
は
完
成

し
、
残
る
片
良
川
|
布
施
川
間
道
路
の
工

事
も
今
年
い

っ
ぱ
い
に
は
で
き
あ
が
る
予

定
で
す
。

ま
た
早
月
、
片
貝
川
大
橋
の
工

事
も
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。早

月
川
大
橋
は
、
総
工
費
約
一
億
三
千

五
百
万
円
で
昨
年
7
月
か
ら
着
工
、
長
さ

二
百
九
十
メ
ー
ト
ル
の
橋
は
、
橋
台
二
基

橋
脚
六
基
で
支
え
ら
れ
、

P
S
コ
ン
ク
リ

ー
ト
桁
は
近
く
の
せ
お
わ
り
上
部
舗
装
な

ど
し
て
来
年

3
月
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

片
貝
川
大
橋
ハ
長
さ
二
百
二
十
八
メ
ー
ト
ル
)

は
、
総
工

費
九
千
五
百
万
円
で
昨
年
叩
月
に
着
工
、
現
在
橋
台
、
橋
脚

の
工
事
を
い
そ
ぎ
、
鋼
板
ケ
タ
を
の
せ
、
上
部
舗
装
し
来
春

ま
で
完
成
し
ま
す
。

た国年 力取ン 荷 き漁しニし
(も、度なを扱(さこる 具 、Oい
写の県沿お加い約ばれこお階平近
真で 、岸、え、三きかとよ上方代
11 す 市漁 こる 魚億所らにびはメ的

き建。の業のこ津円とはな魚三 1 なト( し 15ど設 去 朽 共
所設 援振建と港)し富つ函五 ト も ) ー こた 日完中るが同魚
)さ 助輿設に のにて 山 て 倉 ニ 1レので部 の 。に成で 7甚荷津

れ に対事な 施お、 県お庫平でで、鉄建 竣 しし月ださ漁
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さ さし和。 と 物千 要 用ノレ所は珍リ造 げでのにの、合
ば れて 36 偉をトな ででと七ら 1 り ま、ほ建で腐の

いりし 7民 3 たら種 実 ま 年 よ 費は賀
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魚津漁協の

共同荷さばき所が完成

伝問問数 |男人|女 |口計

魚 津 2.950 6.740 7.499 14.239 
下中 島 482 1.170 1.200 2.370 
上中島 350 906 953 1.859 
松 加J色、 454 1.169 1.183 2.352 
上野方 251 661 718 1.379 
下野方 948 1.975 2.590 4.565 
片 貝 399 1.020 1，099 2.119 
力日 積 674 1.460 1.565 3.025 
道 下 1.476 3.354 3.510 6.864 
経 回 1.010 2.447 2.485 4.932 
天 神 239 636 678 1.314 
西布施 399 1.140 1.062 2.202 

計 9.叫2.吋24.叫7.220

!?せ:

養
成
訓
練
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
県
で
は
産
業
界
の
要
請
に
こ

た
え
る
た
め
毎
年
訓
練
所
の
整
備
拡

充
を
は
か
つ
て
お
り
ま
す
。

。
訓
練
生
の
特
典

・
授
業
料
は
無
料
で
す

・
工
具
材
料
は
無
償
貸
与
し
ま
す

・
通
勤
者
は
学
生
定
期
券
が
利
用
で
き

ま
す

-
修
了
生
に
は
修
了
証
明
書
が
交
付
さ

れ
、
誠
意
を
も
っ
て
就
職
の
あ
っ
旋

に
つ
と
め
ま
す

-
修
了
後
4
ヶ
年

の
実
務
経
験
で
二
叡

技
能
検
定
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す

.
失
業
保
険
の
受
給
資
格
の
あ
る
人
は

訓
練
所
を
修
了
す
る
ま
で
失
業
保
険

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
入
所
者
の
資
格

義
務
教
育
修
了
程
度
以
上
の
学
力

が
あ
り
、
志
操
の
健
突
な
人
で
年
令

性
別
は
問
い
ま
せ
ん。

身
体
障
害
者

の
人
も
適
し
た
職
種
に
入
所
で
き
ま

す
。

。
入
所
の
手
続
き

・
提
出
書
類
日
入
所
願
書

ハ
所
定
の
も

の
)
履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
学
校

成
績
証
明
書
で
す
。

・
提
出
先
H
職
業
訓
練
所
ま
た
は
魚
津

公
共
職
業
安
定
所
で
す。

・
願
書
受
付
期
間
H
ロ
月
日
日
ま
で

。
訓
練
期
間
H
い
ず
れ
の
科
も
一
年

。
県
内
職
業
訓
練
所
と
訓
練
職
種

・
富
山
職
業
訓
練
所

(
富

山
市
向
新

庄
)

H
木
工
、
建
築
、
熔
接
、
機
械

洋
裁
、
総
合
事
務

・
黒
部
h
q

ハ
黒
部
市
荻
生
)
H
無
線
通

信
、
機
械
、
木
工

・
立
山
。

(
立
山
町
下
段
〉

H
機
械
、

仕
上

・
富
山
総
合
職
業
訓
練
所

(
高
岡
市
横

田
)
日
木
工
、
銅
器
、
鋳
鉄
、
機
械

自
動
車
整
備
、
熔
接

・
新
湊
職
業
訓
練
所
日
木
工

.
戸
出
h

q

H

洋
裁

・
福
野
h

q

H

化
学
分
析

と

き

抱

月

8
日

と

こ

ろ

常

徳

寺

(

友
道
〉

ρ

婦
人
福
祉
の
相
談
d

身
上、

就
職
、
生
活
、
結
婚
な

ど
の
相
談
に
利
用
く
だ
さ
い
。

無

料

で

す

。

主

催

宮

山
県

:
今
月
の
市
税

:
;

固
定
資
産
税

3
期
分

納
期
眼
目
月
お
日

うでに布
おき市し 広 :
願る役て 報 ;
いだ所おは j

Lけをり 全 :
ま早発ま世 :
すく 送 す 帯 :
。配 し 。に j

布ま木も
さ し号れ !
れたはな
るか 1く
よら日配 i



(2) 

E霊霊E田

(附27!iF9J913日)
第 3種郵便物認可/報広市

市
の
下
水
道
の
概
況

市立図書館多東記念館は10月中旬にで

きあがり、その後、 館内や図書の整備を

いそいでお りましたが、 完了しましずこの

で‘去る11月15日カミら静自食自しました。

開館後は、りっぱになった図書館で学

習や読書する小中学生や高校生、一般の

利用者がふえ、大へんにぎ

わっています。

。
ぺ 万 小 だ 出 二 本 悶

た は 説 り し 階 の l型
い 、 、 、 て 読 さ 晋

事書随借 あ 蓄 が 合会
項名筆 りり 室 し五二3・
) 、 j止 るまにか ~~ '-

な著外こ す は た とら
ど者のとか 小 きん

2角否宅白時 l手に
録件読 き由随
カ 名 み まに箪
1(¥たす 読 な
ド調 い 。 ん ど

き 000 0 
、な 4で 童び 6開 開こ 二 玄新さたく 二 方図入名しだ身日 は 本 ま 員 いを

無 お 時 、室祭時館館と階関聞いは申階は書のなまけ分 のじ を すはて調
料図 ま 日は 日 ま時 時 が の を雑 。電 しの j館上ど す ば 証窓 め 借。書 窓ベ
で 書 で 隈 普 、で問問 で 休は誌 話 で 参 iで係を。-， u)-J口て り 庫口て
す館 ひ日 通 月ではおき 憩い は 四て考 何員-， そ 図書 で 本 た か に「
。はらは 午 末、 午 よまコ つ 六 ご室 かに利 し書 を 簡 をい ら出利

どき 午 後 で 休前 び す l て ニ 相 の 調 渡用 て 携持単借 方 本し刷
なま 前 1す 日 9休口ナ す 番談係 ベ し者借出参 な り は を て者
たす 10時 cは 時 日 で ぐ をく 員 も て カ り券〉手 ゐ 山くカ
で 。時 かた 水半 自の ごだ にの く lた」を 続 方 しだ l

も か らだ 曜か 由ホ 利さごをだド い を し き は おさ ド
利ら 5し 日ら に l 用い速ささ」本お て (ニ 渡 い 」
用午時 、お午 み ノレ く。慮、れいに の 渡 い 印階 し 。に
で後 ま児 よ後 ・ ると だまな る 。 記 書 した 章入 し係 書

jお函言館 一 )

( 利用者でに玄わう

ね

ず

み

の

人一

一斉

匹 駆 ;
を除 ぷ

目

当
市
で
は
昭

和
引
年

9
月
の

大
火
に
よ
り
復

興
計
画
を
た
て

る
に
あ
た
り
、

ま
ず
衛
生
的
で

明
る
い
都
市
づ

k
-く
り
の
た
め
下

4
n
一
水
道
を
設
け
る

一
こ
と
に
な
り
、

一
昭
和
辺
年
度
よ

一
り
復
興
区
域
お

一
よ
び
そ
の
周
辺

行
一
・
を
第

一
期
事
業
と
し
て
工
事
を
す
す
め

捻
匂
一
て
き
ま
し
た
。
こ
の
叩
月
ま
で
に
は
下

一いに一

水
管
を
埋
没
し
た
長
さ
は
一

万
メ
l

ト

f
一
戸
余
に
お
よ
ん
で
お
り
ま
す
。

川
一

第

一
期
事
業
の
計
画
と
現
況
は
左
表

ソ
一

の
と
お
り
で
す
が
計
画
の
七

O
%
が
完

仁

一
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

伴一
円
川
出
回
凶
川
一

日

一
事
業
費

一
八
、
七
O
一心
一
五
、
八

8一

cr-
一

一

一円一

方
円
一

いい一

一
排
水
面
積

一

六
Q

四
O
一

庁
吃
-
一

一

へ
F

F
l
w
一

へ
P

F
1
h
一

」

一
管
製
延
長

一
一
回
、
七
六
主

一
O
、
九
き

一

〉
一

一
人

口

一
九
、

oa六
、
O
八
C
一

-

-
一

一

人

一

人

一

釦

一

今

後
の
計
画
と
し
て
は
、

国
鉄
魚
津

間
一

駅
前
の
都
市
計
画
区
域
と、

現
在
郵
便

第
一

局
横
に
建
設
中
の
電
報
電
話
局
よ
り
電

(

一
鉄
魚
津
駅
間
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
U

津

異
り
ま
す
が
、
約
五、

0
0
0円
で
、
こ
の

ほ
か
汚
水
桝
取
付
負

担
金

一
、
六
四

O
円

か
か
り
ま
す
。

使
用
料
は
、
水
道

水
一

ヶ
月
一
三
立
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
六

O

円、

ポ
ン
プ
で
揚
水

し
て
い
る
場
合

一
五

O
円
、
自
然
湧
水
ーニ

五

O
円

と
な
り
ま

す。(写
真
H
下
水
道
管

埋
設
工
事
)

× 

× 
× 

× 

で
ね
ず
み
駆
除
運
動
女
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ね
ず
み
の
い
な
い
健

康
で
住
み
よ
い
生

活

を

実

施
す
る
た

め、

こ
の
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
運
動
期
間

第

一
期

日

月

お
日
i
ロ
月
お
日

第
二
期

昭
和
幻
年

3
月
中

マ
表
彰
方
法

駆
除
運
動
の
普
及
奨
励
す
る
た
め
優

良
地
区
団
体
お
よ
び
個
人
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。

ー
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
ー

マ
:
・
こ
の
運
動
に
ち
な
ん
で
魚
津
市
環

境
衛
生
協
会
で
は
、

小
中
学
生
を
対
象

に
駆
除
運
動
に
ふ
さ
わ
し
い
ポ
ス
タ
ー

を
ロ
月

5
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

優
秀
な
作
品
、
一

1
三
位
各

一
点
、

佳

作
五

O
点
を
表
彰
し
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
作
品
は
、
ロ
月
日
日
か
ら
お
日
ま
で

魚
津
保
健
所
講
堂
で
展
示
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
・:
日
本
カ
ー

バ
イ
ド
記
念
社
宅
は
環

境
美
化
運
動
を
地
区
ぐ
る
み
で
行
い
衛

生
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が、

ね
ず
み
駆
除
運
動
に

l

，

}
h

つ
い
て
も
同
社
宅
地
区
で

ハ
恥
ペ
ラ
何
回

二
万
匹
を
目
僚
に
懸
賞
金

下
、

'2-

づ
き
で
ね
ず
み
退
治
を
行

/

、

匂

う
こ
と
に
し
ま
し
た
O

A
t
-

青年問題研究集会ひらく

第6回魚津市青年問題研究集会は市連

青などが主催で18日から2日間.!X:積小学

校で校下団員約百人が集まってひらきま

した。参加者は 5分科会にわかれ、意見

発表や熱心な討論を行し¥ お互いの親睦

を深めるとともに今後の団所動発展のよ

き指針 としました。

産
業
文
化
会
館

建
設
募
金
に
つ
い
て

産
業
文
化
会
館
は
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
り
っ

ぱ
に
外
装
工
事
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
第
二
期
工

事

ハ
内
装
)
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、

資
金
の
関
係
か
ら

着
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

寄
付
金
は
ロ

月
中
に
完
納
し
て
い
た
だ
く
よ
う
と
く

に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
状
況

ハ
8
・
け
J
1
・
加
)

マ
市
外
篤
志
者

五
万

円

東

京

都

三
万
円

。

一
万
円

グ

一
万
円

。

一
万
円
。

一
万
円

大
阪
市

一
万
円

。

一
万
円

。

一
万
円

。

一
万
円

。

五
千
円

。

三
千
円

。

二
千
円

守
口
市

二
千
円

茨
木
市

一
千
円
東
京
都

金
山
ゆ
・3
ゑ

沢
井

利
夫

松
原

彦

作

石
川

久

一

士
向
島
次

一

吉
崎
啓
喜
知

川
田
与
四
一

平
塚

助
三

松

本

瀕

ご

畠
山

稽

一

高

松

七

郎

高
三
吉
次
郎

中
村
左
一

相
馬

実

浜
岡

康
隆

ウ
グ
イ
ス
な
ど
の
飼
育
は
許
可
が
必
要

カ
ナ
リ
ヤ
や
イ
ン
コ
の
よ
う
な
洋

鳥

可

証
の
な
い
方
は
、
法
に
よ
っ
て
罰
せ

以
外
の
野
鳥
を
飼
う
に
は
許
可
が
い
る
ら
れ
ま
す
か
ら
県
事
務
所
林
務
課
ま
た

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
で

は
県
庁
林
政
課
へ
届

け
出
て
く
だ
さ

は
、
野
鳥
が
非
常
に
少
な
く
な
り
、
こ
い
。

と
に
飼
育
さ
れ
る
習
慣
の
鳥
は
一

番
大

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
野
鳥

切
な
種
類
な
の

で
欧
米
の
文
明
国
の

よ

を

飼
う
こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

う
に
、
野
鳥
は

一
切
飼
育
さ
せ
な
い
と

い

時
期
に
き
て
い
ま
ず
か
ら
飼
鳥
を
楽

い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、
わ
が
し
む
た
め
に
は
、

飼
鳥
と
し
て
作
ら
れ

国
で
は
長
い
間
の
伝
統
か
ら
少
な
い
数

た
カ

ナ

リ
ヤ
な
ど
に
し
た
い
も
の

で

の
鳥
を
で
き
る
だ
け
大
切
に
飼
お
う
と
す
。

い
う
意
味
で
、
と
く
に
飼
養
制
度
が
し

飼
養
許
可
の
い
る
鳥
獣
は、

マ
ヒ
ワ

か
れ
た
の
で
す
。

大
切
に
飼
う
と
い
う
ウ
ソ
、

ホ
オ
ジ

ロ、

メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ

ガ

こ
と
が
わ
か
れ
ば
持
別
の
捕
獲
許
可
証

ヲ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
バ

リ
、
コ

マ
ド
リ

を
も
っ
て
捕
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

イ
カ
ル
、
オ
オ
-Y
リ
、
コ
ル
リ
な
ど
の

に
な
っ

て
い
ま
す
。
捕
え
た
鳥
は
飼
育

小
鳥
と
、
ワ
シ

、
タ
ヵ
、
ト
ン

ビ
な
ど

許
可
を
受
け
て
飼
え
ば
よ
い
の
で
す
。

の
猛
き
ん
類
で
す
。

ま
た
現
在
飼
育
し
て
い
る
人
で
も
、
許

マ
商
工
業
関
係

三
六
万
二
千
円

金
物
組
合
そ
の
他

マ
懇
請
予
定
額
の
完
納
区

魚
津
H
川
原
、
住
吉
、
金
浦
、
大
町

真
成
寺
、
明
理
、
下
新
三
区

上
野
方
H
第
六
、
第
七
区

道
下
H
村
木
十
一
一
、
村
木
十
三
、
村

木
十
四
、
北
鬼
江
区

下
野
万
日
大
光
寺
三
区

加
積
H
横
枕
、
袋
、
吉
島
六
区

寄

付

と環 つ工 水 降 よて と ツすの れおた病が雨 ま 農汚
い 境 て場溜つく 、下 非 七る普てくめ の、のた 漁 水
うが き、 りた な①水常五割及 いる ー原ヵ た多 業等
よよれ 風 が 雨 る水道に%合率 また 刻 図 、び 雨に が
うく い 呂 なも 。害 が 少に は は すめ も とノ、ご 地 い 河 ①下水道
なな に屋く す ① が 整 な くア低。に早 な エ と帯ち 川
効り処ななぐ 地な 備いらメくし下くつ の ににじ よなと 余白
巣伝理どる下盤くさ 現 ベ リ、 か水健て発損おるり い人 戦 凧巨
が染さ ¥.J 0 水 が なれ状 、カ市し道 康 お生害け し海 工 口 後 庁、
あ病れが ① 道乾るるで日九街 日のなり 加 をる い に場 の、 νノ
りがる下汚に燥 0 こす本主 llll木完市まと受都 被流 廃 激 工 一一 巨
まな 。水水入 し① と。 は%面 の 備民 す なけ市害入水増業 さト tこ
すく ① 道(る 宅道に 一、積下が生。り 、でをさ 、に の "1 '"' 

0 な 生に家 。j也路 よ 五ドに 水 叫活こ伝汚 は 与れ 家 と発 ilIiI C 
る活入庭④に が っ %イ対道ばをの染水降え 、庭 も民 但I ___. 

にしこ水 す 施い域 す お明 07.K す ベお 青|ーでな σ】マデ
工工、れ 道加。設 たの 下。り 川 O洗 こ 。 一 り下 画、土な 'ノ 刀
事事排 に 課入 を だ 方 水 、ベ O便 の 、で 水 工さ財地お 70 :_::: 
費を 水よ へ さ 有 きは管 八り入所ほ 六す 道官 れ政と終
はさ 設つ 提 れ 効 、、が 五 の をもか 五が管甲・ る再多 宋 O/... ::巴
各 せ 備 て 出 る にせ 汚埋 六道対使防 五 、の 費予建 額 処 '/0 寸4

戸る を適さ 場 利 つ水 設 人路象 用 火 人 現埋 と 定整 の理、、l ト'メ
の こ設当 れ 合 用 か を さ が 下とで 建 が在没 J宙で 備 費 場 カ込
工と 計 f まは し く下 れ 使に しき 築 利 は状復す 完 用の N ケl
事に し£す 使 ? で水使 つ 十 、此 用 三 況用 。了 が 建 $. 1， 
内 なてもと 用 ぷき 道用 用 く ヰ の しOは料 後要設 7e ~、
容 り指 の、 申 あ に で し の 下て ー 左 にりは「ト
にま 定 は 市請 も が流 き てらが槽水お件図 おま 、 成
よす 業 承 で書 のつし る いれ 、生 温 り 、の いす 広 I~
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